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◆ キーワード　トルストイ／昇曙夢／白鳥省吾／犬田卯／新潮社

大
正
・
昭
和
初
期
の
「
民
話
」
と
そ
の
思
想

―
水
野
葉
舟
や
農
民
文
芸
運
動
を
視
野
に
―

野 

村　

典 

彦

（
１
）武

者
小
路
実
篤
『
童
話
劇
三
篇
：
地
蔵
と
鬼
・
か
ち
〳
〵
山
・
花
咲
爺
』

は
、
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵

は
岸
田
劉
生
。
奥
付
の
次
の
頁
に
は
「
第
一
選
集 

小
さ
き
世
界
（
第
六

版
）」
他
、「
武
者
小
路
実
篤
氏
著
」
の
書
名
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
新
潮

社
の
広
告
で
あ
る
。
次
の
頁
に
は
「
ト
ル
ス
ト
イ
著
・
昇
曙
夢
氏
訳
」
の

「
人
は
何
に
よ
つ
て
生
く
る
か
」（
七
拾
銭
）
の
広
告
。
見
出
し
は
「『
童
話

劇
』
の
読
者
に
是
非
読
ん
で
貰
ひ
た
い
ト
ル
ス
ト
イ
民
話
集
」。
ボ
デ
ィ
コ

ピ
ー
の
冒
頭
は
「
平
俗
な
面
白
い
お
話
の
な
か
に
、
無
限
の
教
訓
を
含
ん

で
居
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
民
話
は
、
世
界
の
人
々
を
教
化
す
る
に
於
い
て
い

か
ば
か
り
力
あ
つ
た
か
、
測
り
知
れ
ぬ
程
で
あ
り
ま
す
」。
武
者
小
路
実
篤

が
ト
ル
ス
ト
イ
に
惹
か
れ
て
い
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、
大
正
の
終
わ
り
頃
、「
民
話
」
と
い
う
語
が
ト
ル
ス
ト

イ
の
文
学
・
思
想
を
翻
訳
す
る
傍
ら
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

昇
は
「
口
碑
文
学
」
や
「
お
伽
噺
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
一
九
一
九
年
、
家
庭
読
物
刊
行
会
『
世
界
少
年
文
学
名
作
集
第
二
巻 

ト
ル
ス
ト
イ
物
語
』
の
訳
に
あ
た
っ
て
は
、「
お
伽
篇
」「
物
語
篇
」「
民
話

篇
」
の
部
立
て
を
し
て
お
り
、「
序
」
で
は
「「
民
話
篇
」
は
ト
ル
ス
ト
イ

が
一
八
七
七
年
の
夏
オ
プ
チ
ン
修
道
院
に
滞
在
し
て
ゐ
た
時
、
そ
こ
で
民

話
を
よ
く
知
つ
て
居
る
巡
礼
か
ら
聞
い
た
さ
ま
〴
〵
の
貴
い
物
語
を
材
と

し
て
書
い
た
も
の
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
前
、『
新
潮
』

一
九
一
七
年
九
月
号
や
、
新
潮
社
発
行
『
ト
ル
ス
ト
イ
研
究
』
第
三
巻
第

七
号
に
掲
載
の
、
昇
曙
夢
訳
『
人
は
何
に
よ
つ
て
生
く
る
乎
』（「
ト
ル
ス

ト
イ
小
話
文
庫
」・
貳
拾
五
銭
・
新
潮
社
）
の
広
告
も
、「
ト
ル
ス
ト
イ
の

民
話
を
云
ふ
も
の
ゝ
先
づ
第
一
に
指
を
屈
す
る
は
、
即
ち
此
の
一
篇
で
あ

る
」
と
、
そ
の
出
版
物
は
「
民
話
」
の
語
を
用
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

他
の
訳
者
で
は
、
同
じ
「
小
話
文
庫
」、
衛
藤
利
夫
訳
『
火
を
等
閑
に
せ

ば
』（
一
九
一
七
年
）
が
、
巻
頭
の
「
解
題
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記

す
。「
最
後
の
一
句
、『
彼
は
そ
の
後
長
く
幸
福
に
生く
ら活

し
た
、』
と
い
ふ
の

は
、
日
本
の
『
め
で
た
し
〳
〵
』
と
い
つ
た
風
に
好
ん
で
用
ゐ
ら
る
ゝ
言

葉
で
あ
る
が
、
そ
の
『
生く
ら活

し
た
、』
―
―
生
き
た
、
と
い
ふ
一
語
が
こ
ゝ
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で
は
い
ろ
ん
な
意
味
に
於
て
読
者
に
訴
へ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
物
語
は
最

近
刊
の
ト
ル
ス
ト
イ
集
で
は
二
度
出
て
、
一
方
で
は
、『
お
噺
し
、
遥
か
昔

し
ヴ
オ
ル
ガ
河
畔
に
起
つ
た
民
話
か
ら
、』
と
い
ふ
題
に
な
つ
て
居
る
」
と
。

個
々
の
事
例
は
省
略
す
る
が
、
一
九
一
六
年
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
に
出
版
さ
れ
る
ト
ル
ス
ト
イ
関
連
の
書
籍
に
「
民
話
」
の
語
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
田
魯
庵
が
、
丸
善
の
『
学
燈
』
に
翻
訳
「
馬
鹿
者
イ
ワ
ン
」
連
載
を

始
め
た
の
が
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
）。
書
籍
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
内

田
訳
『
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
』
に
つ
い
て
の
評
が
『
家
庭
雑
誌
』
第
四
巻
第
二

号
（
一
九
〇
六
年
）
に
見
え
る
。「
ト
ル
ス
ト
イ
の
有
名
な
寓
意
談
を
訳
し

た
も
の
。
世
の
中
は
黄
金
で
も
兵
隊
で
も
治
ま
ら
ぬ
、
只
だ
馬
鹿
の
如
く

労
働
す
る
者
が
最
後
の
勝
利
を
得
る
と
い
ふ
話
。
労
働
主
義
、
農
本
主
義
、

平
和
主
義
、
無
抵
抗
主
義
の
福
音
と
し
て
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
思
想
の
大
体

を
見
る
に
は
最
も
適
当
な
書
で
あ
る
。（
価
廿
銭
、牛
込
山
伏
町
火
鞭
会
）」。

「
雪
姫
物
語
（
上
）」（
白
柳
秀
湖
訳
）
も
載
る
雑
誌
の
巻
末
に
は
、
こ
の
書

の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
再
版
出
来
」
等
の
大
文
字
に
囲
ま
れ
る
形

で
、「
勝
に
傲
る
者
よ
、
講
和
に
噴
る
者
よ
、
権
力
に
渇
す
る
者
よ
、
富
貴

に
淫
す
る
者
よ
、
生
活
に
労
る
ゝ
者
よ
、
真
理
に
悶
ゆ
る
者
よ
」「
此
渺
た

る
小
冊
子
を
読
ん
で
馬
鹿
者
イ
ワ
ン
の
愚
な
る
生
涯
に
一
大
教
訓
の
潜
蔵

す
る
を
発
見
せ
よ
」
の
コ
ピ
ー
が
並
ぶ
。
火
鞭
会
は
、「
日
露
戦
争
の
さ
い
、

幸
徳
秋
水
・
堺
利
彦
ら
の
平
民
社
を
中
心
に
集
っ
た
社
会
主
義
的
青
年
文

学
者
」〔
西
田　

一
九
八
五
〕
に
よ
る
組
織
で
、
機
関
誌
『
火
鞭
』
の
第
二

号
か
ら
第
四
号
（
一
九
〇
五
年
）
に
、「
馬
鹿
者
イ
ワ
ン
」
の
書
名
で
出
版

予
告
が
あ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
思
想
が
紹
介
さ
れ
る
そ
の
向
こ
う
に
、
日

露
戦
争
に
昂
揚
す
る
日
本
社
会
が
透
け
て
見
え
る
。

吉
田
精
一
は
「
明
治
末
年
の
思
想
家
、
評
論
家
を
新
し
く
動
か
し
た
の

は
、「
復
活
」
を
の
ぞ
く
な
ら
ば
、
晩
年
の
民
話
類
や
、
人
生
論
な
ど
、
多

く
は
宗
教
的
転
向
以
後
の
思
想
で
あ
つ
た
」〔
吉
田　

一
九
五
八
〕
と
述
べ

て
い
る
。
例
外
と
し
て
『
復
活
』
が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
島
村
抱
月
脚

本
の
芸
術
座
の
公
演
が
、
主
演
の
松
井
須
磨
子
が
歌
う
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ

の
唄
」
と
と
も
に
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
か
ら
全
国
的
な
人
気
を
博

し
た
こ
と
を
さ
す
と
思
わ
れ
る）

1
（

。

柳
富
子
は
、
内
田
魯
庵
が
「
馬
鹿
者
イ
ワ
ン
」（「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」）
を

翻
訳
し
た
際
に
は
、「
民
話
な
る
も
の
の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
が
欠
落
し
て
い
る
」

状
況
だ
っ
た
と
い
う
。「
民
話
と
い
う
概
念
が
日
本
で
定
着
す
る
の
は
こ
れ

以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
巌
谷
小
波
の
仕
事
と
関
連
さ
せ
て
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
の
こ
と
〔
柳　

二
〇
〇
五
〕
だ
。

大
正
期
の
『
新
潮
』
に
は
、
武
者
小
路
実
篤
や
昇
曙
夢
、
当
時
の
言
葉

で
言
う
と
こ
ろ
の
「
ト
ル
ス
ト
イ
ア
ン
」
で
あ
っ
た
加
藤
一
夫
、
こ
う
し

た
人
々
の
文
章
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
八
年
六
月
号
で
は
、

加
藤
の
唱
え
る
「
民
衆
芸
術
」
を
考
察
す
る
文
章
が
巻
頭
に
並
べ
ら
れ
、

ト
ル
ス
ト
イ
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
意
義
の
確
認
、
あ
る
い
は
加
藤
へ

の
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
九
一
三
年
四
月
号
で
は
、
水
野
葉
舟
が
「
此
れ
ま
で
日
本
に
価
値
の

あ
る
お
伽
噺
が
書
か
れ
て
居
た
か
」
と
問
う
て
い
る
。
そ
し
て
「
子
ど
も

の
歌
ふ
唄
と
し
て
日
本
に
は
立
派
な
歌
が
な
い
の
で
あ
る
」
と
言
う
（「
郊
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外
か
ら
」）。
水
野
が
少
年
文
学
を
考
え
る
際
に
軸
に
し
て
い
る
の
が
「
お

伽
噺
」
と
「
唄
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
作
家
に
よ
っ
て
創
作
さ

れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
と
が
、
こ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。
う
た
を
め
ぐ

る
議
論
に
つ
い
て
は
こ
の
あ
と
触
れ
る
こ
と
に
す
る
が
、
一
九
一
六
年
四

月
号
に
は
「
露
西
亜
の
民
謡
」（
瀬
戸
義
直
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
水
野

の
文
章
の
中
に
は
、
露
西
亜
の
雑
誌
に
少
年
文
学
の
無
き
国
と
し
て
日
本

の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
旨
を
昇
曙
夢
か
ら
聞
い
た
感
想
も
記
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
昇
は
、
巌
谷
小
波
の
著
作
を
幾
冊
も
刊
行
し
て
い
る
大

倉
書
店
か
ら
、
全
五
冊
「
露
国
民
衆
文
学
全
書
」
と
し
て
『
ろ
し
あ
お
伽

集
』『
ろ
し
あ
伝
説
集
』『
ろ
し
あ
童
話
集
』『
ろ
し
あ
民
謡
集
』『
ろ
し
あ

俚
諺
集
』
を
一
九
一
八
〜
二
〇
年
に
刊
行
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
「
民
衆

文
学
」
と
し
て
民
謡
や
俚
諺
を
含
み
な
が
ら
口
承
文
芸
を
紹
介
す
る
書
物

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。

（
２
）

「
近
頃
少
年
少
女
の
雑
誌
が
あ
り
ま
し
て
、
此
処
に
お
出
で
の
若
い
方
は

巌
谷
小
波
先
生
の
お
伽
噺
を
お
読
み
に
な
り
ま
し
た
ら
う
が
、
我
儕
と
同
年

の
人
は
或
は
さ
う
で
な
か
つ
た
ら
う
と
思
ひ
ま
す
」。「
私
の
言
ふ
お
伽
噺
は
、

四
号
活
字
で
出
来
て
居
る
お
伽
噺
で
な
い
、
本
で
覚
え
た
の
で
な
く
人
か
ら

聞
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
上
田
敏
が
述
べ
た
の
は
一
九
一
四
年
「
お
伽
噺

考
」。「
小
波
の
叔
父
さ
ん
」〔
柳
田　

一
九
三
五
〕
の
「
童
話
」
を
柳
田
の

昔
話
研
究
は
肯
定
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
先
ほ
ど
『
家
庭
雑
誌
』
を
引
用

し
た
通
り
、
近
代
の
日
本
に
、「
家
庭
」
あ
る
い
は
「
お
話
」
の
世
界
、
の

構
築
が
試
み
ら
れ
て
い
た
〔
重
信　

二
〇
〇
三
〕
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。「
民
話
と
い
う
概
念
」
に
は
、
い
ま
す
こ
し
慎
重
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
民
話
」
に
し
て
も
、
今
日
に
あ
っ
て
は
二
十

篇
の
作
品
に
厳
密
に
限
定
さ
れ
て
い
る
〔
高
山　

一
九
九
一
〕
も
の
の
、「
こ

の
一
群
に
準
ず
べ
き
作
品
は
、
そ
れ
以
前
に
も
以
後
に
も
あ
り
、
童
話
ま
た

は
少
年
物
語
と
民
話
と
の
間
に
明
確
な
一
線
を
画
す
る
こ
と
も
む
ず
か
し

い
」〔
本
多　

一
九
五
一
〕
と
い
う
説
明
も
な
さ
れ
て
き
た
。
一
九
二
七
年
、

春
秋
社
内
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
刊
行
会
発
行
『
普
及
版
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
』

三
七
、三
八
（
加
藤
一
夫
ほ
か
訳
・
奥
付
に
示
さ
れ
た
著
作
者
は
神
田
豊
穂
）

は
、
表
紙
に
「
伝
説
・
民
話
・
童
話
」
と
示
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
呼
称
に
つ
い
て
、
一
九
〇
〇
年
代
以
来
、
ト
ル
ス
ト
イ

作
品
を
紹
介
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
語
は
「
童
話
」「
小
話
」「
小
説
」
な

ど
で
あ
り
、
一
九
一
六
年
五
月
、
塚
本
弘
訳
『
ト
ル
ス
ト
イ
民
話
集
』（
洛

陽
堂
）
や
、同
年
秋
の
『
ト
ル
ス
ト
イ
研
究
』
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
ト

ル
ス
ト
イ
年
譜
」
に
「
一
八
八
一
年
（
五
十
三
歳
）
―
民
話
「
人
は
何
に

よ
つ
て
生
く
る
乎
」
の
作
あ
り
」
と
示
さ
れ
て
い
る
あ
た
り
か
ら
「
民
話
」

が
増
え
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
言
い
添
え
て
お
け
ば
、
洛
陽
堂
は
『
白

樺
』
を
刊
行
す
る
出
版
社
で
あ
る
。

こ
の
頃
の
『
新
潮
』
に
は
、
自
社
の
出
版
物
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
書
院

の
出
版
物
な
ど
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
著
作
の
広
告
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

一
九
一
六
年
六
月
号
に
は
洛
陽
堂
が
『
ト
ル
ス
ト
イ
民
話
集
』
の
広
告
を

出
し
た
。『
ト
ル
ス
ト
イ
研
究
』
創
刊
号
の
広
告
は
九
月
号
巻
頭
に
掲
載
さ

れ
、
同
号
に
は
発
刊
を
告
知
す
る
記
事
も
あ
る
。
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徳
富
蘆
花
の
『
ト
ル
ス
ト
イ
研
究
』
購
入
順
が
、
ま
ず
第
二
号
だ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、「
一
号
の
入
手
が
遅
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
再
版
ま
で
す
ぐ
に

売
り
切
れ
、
五
版
ま
で
出
た
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と

の
推
測
〔
阿
部　

一
九
八
九
〕
も
あ
る
。
塚
本
訳
『
ト
ル
ス
ト
イ
民
話
集
』

の
刊
行
は
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
の
流
行
と
と
も
に
、
ト
ル
ス
ト
イ
の

文
学
が
極
め
て
高
い
関
心
を
集
め
る
中
で
の
こ
と
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
塚
本
訳
書
の
受
容
の
一
例
と
し
て
、
一
九
二
八
年
の
『
新
定
国
文

読
本
参
考
書 

巻
一
』（
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
内 

国
語
漢
文
研

究
会
編
・
目
黒
書
店
）
を
確
認
で
き
る
。
芥
川
龍
之
介
「
蜘
蛛
の
糸
」「
蜜

柑
」、
夏
目
漱
石
「
猫
の
作
戦
計
画
」
な
ど
が
並
ぶ
最
後
に
「
日
の
入
る
ま

で 

ト
ル
ス
ト
イ
民
話
集
」
が
、
唯
一
の
外
国
文
学
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い

る
。
出
典
が
塚
本
訳
の
『
ト
ル
ス
ト
イ
民
話
集
』
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ

れ
、
解
説
に
も
「
民
話
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
九
一
九
年
、『
自
己
を
生
か
す
為
に
』（
新
潮
社
）
に
収
め
ら
れ
た
「
花

咲
爺
に
就
て
」
に
お
い
て
、
武
者
小
路
実
篤
は
「
こ
の
噺
は
面
白
い
噺
だ
と

そ
の
時
思
つ
た
。
ト
ル
ス
ト
イ
で
も
よ
ろ
こ
び
さ
う
な
話
だ
と
思
つ
た
。「
花

咲
爺
」
は
無
抵
抗
主
義
の
実
行
者
だ
と
思
つ
た
」
と
述
べ
た
。
教
会
す
ら
も

「
非
戦
」
で
は
な
か
っ
た
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
で
あ
る
か
ら
、「
無
抵
抗
」

を
唱
え
る
ト
ル
ス
ト
イ
思
想
の
享
受
は
難
し
い
。
だ
が
、
間
違
い
な
く
、
文

字
を
織
る
日
本
人
に
ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
は
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。

（
３
）キ

リ
ス
ト
教
文
化
の
啓
蒙
宣
伝
〔
杉
井　

一
九
七
三
〕
を
行
う
総
合
雑
誌

で
あ
る
『
六
合
雑
誌
』
は
、
一
九
〇
五
〜
六
年
に
佐
々
木
祐
継
の
翻
訳
に

よ
っ
て
ト
ル
ス
ト
イ
の
文
章
を
複
数
掲
載
し
た
。
一
方
、
同
志
社
の
総
長
と

な
る
海
老
名
禅
正
が
主
筆
を
つ
と
め
て
い
た
本
郷
教
会
の
雑
誌
『
新
人
』
第

十
八
巻
第
一
号
（
一
九
一
七
年
）
に
、
香
川
鉄
蔵
が
「
ロ
シ
ア
民
話
に
現
は

れ
た
キ
リ
ス
ト
」
を
寄
稿
し
「
民
話
」
の
語
が
み
え
る
。
ち
な
み
に
香
川
は

一
九
一
八
年
に
ラ
ー
ゲ
ル
レ
ー
ヴ
『
飛
行
一
寸
法
師
』
を
翻
訳
し
大
日
本
図

書
か
ら
刊
行
、
一
九
五
四
年
に
は
『
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
』
と
し
て
創
元

社
や
講
談
社
の
全
集
に
抄
訳
・
完
訳
を
収
め
た
。

一
九
二
一
年
に
精
華
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
世
界
童
話
名
作
集　

第
五

篇
『
黄
金
の
河
』（
保
高
徳
蔵
訳
）
の
「
ま
へ
が
き
」
は
、「
巻
頭
の
「
黄

金
の
河
」
は
英
国
の
評
論
家
で
あ
り
哲
学
者
で
あ
る
、
有
名
な
ジ
ヨ
ン
、

ラ
ス
キ
ン
の
た
つ
た
一
つ
の
童
話
で
あ
り
ま
す
」
と
始
ま
り
、「
後
の
三
篇

は
、
ロ
シ
ア
の
民
話
を
英
国
の
童
話
の
大
家
リ
チ
ヤ
ー
ド
ウ
井
ル
ソ
ン
氏

が
英
文
に
書
き
か
へ
た
の
を
重
訳
し
た
も
の
で
す
」
と
記
さ
れ
る
。「
グ
リ

ム
童
話
」
同
様
に
「
ロ
シ
ア
（
の
）
民
話
」
も
安
定
し
た
熟
語
と
し
て
消

費
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
九
二
六
年
、『
伝
説
』
第
一
巻
第
一
号
に
蘆
谷
蘆
村
は
「
ぺ
テ
ル
・
ギ

ン
ト
の
話
（
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
民
話
）」
を
掲
載
し
て
い
る
。
編
集
段
階
で
付

さ
れ
た
題
か
も
し
れ
な
い
が
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
海
外
の
説
話
を
翻
訳
す

る
際
の
「
民
話
」
の
用
例
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
蘆
谷
は
、
一
九
三
五

年
の
書
物
の
中
で
は
、「
民
話
」
の
語
も
用
い
な
が
ら
世
界
各
地
の
伝
承
の

調
査
状
況
を
詳
細
に
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、「
か
く
の
如
く
に
豊
富
な
る
ロ

シ
ア
の
民
間
説
話
と
、
特
異
な
る
ロ
シ
ア
芸
術
と
は
、
相
俟
つ
て
ロ
シ
ヤ



176

に
多
く
の
す
ぐ
れ
た
る
芸
術
童
話
を
生
ん
だ
。
ク
ル
イ
ロ
フ
の
如
き
、
ト

ル
ス
ト
イ
の
如
き
、
ソ
ロ
グ
ー
フ
の
如
き
い
づ
れ
も
世
界
の
童
話
界
に
卓

然
傑
出
せ
る
童
話
の
ロ
シ
ア
に
生
れ
た
る
こ
と
」に
触
れ
る
。「
民
間
説
話
」

を
素
材
と
し
て
行
わ
れ
る
「
芸
術
童
話
」
と
い
う
ロ
シ
ア
に
お
け
る
創
作

活
動
を
評
価
し
て
い
る
〔
蘆
谷　

一
九
三
五
〕。

同
じ
頃
、
一
九
三
五
年
の
、
ヴ
ェ
ン
セ
ス
ラ
オ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
『
日

本
精
神
』
の
日
本
語
訳
（
第
一
書
房
）
の
中
で
花
野
富
蔵
が
「
民
話
」
を

使
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
翌
三
六
年
の
『
昔
話
研
究
』
第
十
二
号
に
掲

載
さ
れ
た
柳
田
国
男
「
昔
話
覚
書
」
に
も
「
例
へ
ば
独
逸
でJ.G

.v.H
ahn

が
、
希
臘
ア
ル
バ
ニ
ヤ
の
民
話
と
共
に
公
表
し
た
一
案
の
如
き
は
、
既
に

七
十
年
の
昔
の
説
で
あ
り
」
と
「
民
話
」
の
用
例
が
あ
る）

2
（

。
海
外
の
民
間

説
話
を
話
題
に
す
る
際
の
「
民
話
」
の
語
が
、
こ
の
頃
に
は
一
般
化
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

関
敬
吾
が
指
摘
し
た
〔
関　

一
九
七
七
〕
通
り
、
文
野
白
駒
（
岩
倉
市

郎
）『
加
無
波
良
夜
譚
』
を
評
す
る
柳
田
の
文
章
（
後
に
『
退
読
書
歴
』
に

収
め
ら
れ
る
）
が
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
際
（
一
九
三
二
年

三
月
十
八
日
）、付
さ
れ
て
い
た
原
題
は
「
貴
い
越
後
の
民
話
集
」
だ
っ
た
。

新
聞
編
集
に
携
わ
る
人
々
の
間
に
、
あ
る
い
は
新
聞
を
読
む
人
の
間
に
、

「
民
話
」
と
い
う
言
葉
が
既
に
浸
透
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

文
学
雑
誌
や
外
国
文
学
の
翻
訳
を
通
じ
て
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も

の
だ
っ
た
は
ず
だ
。

（
４
）こ

こ
で
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）、
柳
田
国
男
『
山
島
民
譚
集
』
も
見

て
お
き
た
い
。「
神
々
降
臨
ノ
跡
」
の
節
に
、「
板
ニ
描
キ
タ
ル
絵
馬
ヲ
大

切
ノ
物
ニ
シ
タ
マ
ヒ
シ
コ
ト
ハ
、
古
キ
民
話
ニ
モ
見
エ
タ
リ
〔
今
昔
物
語

十
三
等
〕」
と
い
う
用
例
が
あ
る）

3
（

。

一
九
一
三
年
『
郷
土
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
に
赤
峯
太
郎
の
筆
名
で
高

木
敏
雄
「
今
昔
物
語
の
研
究
」
が
「
伝
説
童
話
」
の
他
に
「
民
間
説
話
」

の
語
を
用
い
た
。
所
謂
「
唄
い
骸
骨
」
譚
な
ど
を
「
支
那
印
度
か
ら
の
翻

案
」
と
述
べ
た
の
に
続
け
「
宗
教
的
の
臭
味
を
全
く
も
た
ぬ
民
間
説
話
の

範
囲
に
於
て
も
、
同
一
の
事
実
が
或
程
度
ま
で
現
は
れ
て
ゐ
る
」
と
の
使

い
方
で
あ
る
。
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
芳
賀
矢
一
『
攷
証
今
昔
物
語
集
』
巻

上
（
冨
山
房
）
の
序
論
は
「
民
間
説
話
と
し
て
口
碑
に
伝
り
、
そ
れ
が
後

の
文
学
の
材
料
に
な
つ
た
」
と
記
す
。
こ
れ
も
、
仏
教
を
説
く
話
で
は
な

い
も
の
と
し
て
「
民
間
説
話
」
の
語
を
用
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
こ
の
他
、南
方
熊
楠
が
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
、
飯
倉
照
平
や
小
峯
和
明
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
〔
飯
倉 　

二
〇
一
三
〕。『
山
島
民
譚
集
』
の
「
民
話
」
に
は
、
経
典
な
ど
の
文
字
に

よ
っ
て
伝
来
し
た
も
の
で
は
な
い
説
話
と
い
う
印
象
が
窺
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
用
例
を
確
認
し
て
お
く
と
、
一
九
四
一
年
、
中
島
悦
次
「
宇

治
拾
遺
物
語
の
民
話
性
」
が
理
解
し
や
す
く
な
る
。「
宇
治
拾
遺
物
語
の
説

話
は
伝
説
と
民
話
と
に
二
大
別
し
得
る
と
思
ふ
」
と
述
べ
た
上
で
、『
今
昔

物
語
集
』
と
比
較
し
、「
宇
治
拾
遺
の
方
は
民
話
と
称
し
得
る
も
の
が
相
当
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あ
る
」
と
す
る
。
仏
教
と
い
う
思
想
と
対
比
さ
れ
て
配
置
さ
れ
る
「
民
間
」。

そ
う
し
た
「
民
話
」
も
説
話
文
学
研
究
の
文
脈
に
は
存
在
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
『
国
語
と
国
文
学
』
第
十
八
巻
十
号
は
「
中

世
説
話
集
の
研
究
」
特
集
号
で
あ
る
。
巻
頭
に
置
か
れ
た
齋
藤
清
衛
「
中

世
説
話
文
学
と
意
欲
表
象
」
は
、「
す
べ
て
文
学
は
、
口
承
的
音
声
的
要
素

を
主
と
す
る
も
の
と
、
書
写
的
文
言
的
要
素
を
主
と
す
る
も
の
と
の
両
面

に
分
け
て
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
伝
説
・
民
話
・
歌
謡
の
文
学
が
、
そ

の
前
者
の
方
を
代
表
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
。
こ
ち
ら
の
論
文
は
、
文
字
を

操
る
知
識
階
級
の
文
学
の
対
岸
に
「
歌
謡
」
や
「
民
話
」
を
配
置
し
た
。

文
字
に
記
さ
れ
た
説
話
を
遡
源
す
る
研
究
に
お
い
て
「
民
話
」
の
語
を

用
い
る
例
と
し
て
、
明
治
の
末
に
上
田
敏
の
用
例
が
あ
る
。「
伊
曽
保
ぶ
り

喩
言
の
起
源
を
探
ら
う
」
と
す
る
な
か
で
「
所
謂
俗
説
学 Folk-lore 

の
根

本
問
題
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
ゝ
で
ま
づ
す
べ
て
の
民
話
俗
説
の
説

明
に
関
す
る
態
度
を
明
言
し
て
置
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
の
箇
所

で
も
「
伝
説
民
話
或
い
は
殊
に
動
物
譬
喩
談
が
、
あ
の
や
う
に
相
一
致
し

相
酷
肖
す
る
の
は
」
と
い
う
使
い
方
を
し
て
い
る
〔
上
田　

一
九
一
二
〕。

天
竺
・
震
旦
の
説
話
と
比
較
す
る
の
か
、
は
た
ま
た
泰
西
ま
で
を
視
野

に
入
れ
る
の
か
、
起
源
を
意
識
し
な
が
ら
文
字
の
説
話
と
向
き
合
う
研
究

の
中
に
も
、「
民
話
」
の
用
語
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
５
）一

九
二
〇
年
代
の
ト
ル
ス
ト
イ
受
容
に
戻
る
。
こ
の
頃
に
あ
っ
て
、
ト

ル
ス
ト
イ
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
活
動
と
し
て
、
農
民
文
芸
運
動
が

挙
げ
ら
れ
る
。
小
牧
近
江
を
発
起
人
と
す
る
一
九
二
二
年
十
二
月
の
シ
ャ

ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
十
三
周
忌
記
念
講
演
会
を
契
機
と
し
て
、
吉

江
喬
松
ら
が
集
ま
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
犬
田
卯
を
幹
事
と
す

る
農
民
文
芸
研
究
会
に
な
っ
た
〔
犬
田　

一
九
五
八
〕。
震
災
後
に
会
と
し

て
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
、
白
鳥
省
吾
ら
が
活
動
に
加
わ
る
。
白
鳥
は
自

ら
を
「
民
衆
詩
人
」
と
位
置
付
け
た
。

一
九
二
六
年
に
は
農
民
文
芸
叢
書
と
し
て
、白
鳥
の
『
詩
と
農
民
生
活
』、

犬
田
と
加
藤
武
雄
の
共
著
『
農
民
文
芸
の
研
究
』
が
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ

れ
た
ほ
か
、『
農
民
文
芸
十
六
講
』（
犬
田
卯
編
・
春
陽
堂
）
も
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
同
年
八
月
の
『
教
育
研
究
』
第
三
〇
五
号
は
「
農
村
と
教
育
号
」

で
あ
る
。「
農
村
と
文
芸
」
の
章
は
犬
田
に
始
ま
り
、
伊
波
普
献マ
マ

や
松
村
武

雄
な
ど
が
並
ぶ
。
こ
う
し
た
文
章
で
犬
田
は
繰
り
返
し
ト
ル
ス
ト
イ
の
名

を
挙
げ
、「
百
姓
生
活
の
現
実
描
写
に
立
脚
し
た
農
民
小
説
が
別
に
あ
つ
て

も
い
ゝ
」〔
犬
田　

一
九
二
六
〕
と
「
民
話
」
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
る
。

子
供
等
の
美
し
い
空
想
や
純
な
情
緒
を
優
し
く
育
む
芸
術
味
豊
か
な
歌

に
、「「
童
話
」
に
対
す
る
「
童
謡
」
と
い
ふ
名
を
附
け
て
載
せ
て
ゆ
く
つ

も
り
だ
」
と
鈴
木
三
重
吉
が
西
條
八
十
に
述
べ
た
の
は
一
九
一
八
年
の
夏

だ
と
い
う
〔
西
條　

一
九
二
四
〕。「
家
庭
」
の
形
成
と
並
行
し
て
童
話
・

童
謡
を
め
ぐ
る
創
作
活
動
が
行
わ
れ
た
大
正
期
に
、
農
民
の
文
学
と
し
て

「
民
謡
」「
民
話
」
が
主
張
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
白
鳥
の
創
作
は
否
定
的
な
評
価
を
さ
れ
た
。
戦
後
の
作
家
に

は
、「
行
分
け
散
文
詩
に
過
ぎ
な
く
て
、
全
く
非
詩
的
な
も
の
、
非
芸
術
的

な
も
の
」
と
い
う
北
原
白
秋
の
評
価
が
あ
っ
た
た
め
、
白
鳥
作
品
は
「
詩
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そ
の
も
の
に
つ
い
て
よ
く
読
ん
で
な
い
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
〔
大
岡　

一
九
八
五
〕。
北
原
白
秋
は
、
た
と
え
ば
、
白
鳥
の
「
地
主
」
を
批
評
し
て

い
う
〔
北
原　

一
九
二
三
〕。「
内
容
か
ら
見
る
と
、
農
村
に
於
け
る
哀
れ

な
無
力
で
愚
直
な
小
作
人
の
百
姓
が
富
ん
で
横
暴
な
地
主
の
前
に
虐
げ
れマ
マ

な
が
ら
涙
を
呑
ん
で
忍
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
一
つ
の
世
相
が
、
感
じ
か
ら
も

よ
く
味
は
れ
る
。
こ
の
内
容
は
い
い
」。「
た
ゞ
表
現
を
も
つ
と
砕
け
た
も

の
に
し
て
ほ
し
か
つ
た
。
そ
こ
に
難
が
あ
る
。
こ
こ
で
考
へ
る
の
は
、
こ

れ
は
そ
の
儘
で
は
読
む
も
の
に
し
ろ
、
民
謡
で
は
無
い
」。
結
論
と
し
て

「
民
謡
は
本
質
に
於
て
「
読
む
民
謡
」
で
有
る
筈
は
無
い
の
で
あ
る
」
と
そ

の
民
謡
観
を
否
定
さ
れ
た
白
鳥
な
の
だ
が
、『
土
の
芸
術
を
語
る
』

（
一
九
二
五
年
・
聚
英
閣
）
か
ら
窺
う
と
、
農
村
を
訪
ね
て
小
作
人
の
言
葉

を
聞
き
、
伝
承
さ
れ
た
民
謡
に
耳
を
傾
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
十
三
周
忌
で
始
動
し
た
農
民
文
芸
運
動
の
う
ち
、

吉
江
喬
松
、
中
村
星
湖
を
中
心
と
す
る
一
派
〔
牧　

二
〇
一
八
〕
が
、
農

民
文
芸
会
と
し
て
一
九
二
七
年
十
月
に
『
農
民
』
を
創
刊
。
発
売
所
は
新

潮
社
。「
原
稿
募
集
」
欄
に
は
「
小
説
・
戯
曲
」「
評
論
・
感
想
」「
詩
・
民

謡
」「
短
歌
」「
農
村
通
信
」「
各
地
民
謡
・
民
話
の
研
究
」
が
並
ぶ
。
第
一

巻
第
三
号
に
は
今
和
次
郎
「
農
民
の
住
家
」、
小
寺
融
吉
「
我
が
農
村
舞
踊

の
現
況
」
が
載
る
。
第
二
巻
第
三
号
は
、
柳
田
国
男
が
「
霜
夜
談
」
を
掲

載
、「
時
評
」
欄
で
は
、
大
槻
憲
二
が
小
寺
融
吉
編
輯
の
『
民
俗
芸
術
』
を

「
本
誌
と
さ
ま
〴
〵
な
意
味
で
興
味
を
共
有
す
る
」
雑
誌
の
一
つ
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
。
こ
の
号
の
会
員
欄
で
は
、
坪
田
譲
治
）
4
（

が
加
わ
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
第
二
巻
第
四
号
に
は
昇
曙
夢
が「
労
農
結
合
の
詩
人
ド
ロ
ー

ニ
ン
」
を
寄
稿
、「
農
民
文
芸
講
座
」
と
し
て
白
鳥
省
吾
が
「
民
謡
講
話
」

の
連
載
を
始
め
て
い
る
。
第
二
巻
第
六
号
に
は
小
川
未
明「
作
物
と
百
姓
」、

坪
田
譲
治
「
失
は
れ
た
る
田
園
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）と

こ
ろ
で
、『
農
民
』
創
刊
号
の
巻
末
に
は
一
九
二
七
年
六
月
末
現
在
の

会
員
の
名
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
水
野
葉
舟
の
名
が
あ
る
。

博
文
館
の
『
農
業
世
界
』、
一
九
二
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
二
十
巻
第
十

号
は
「
田
園
と
文
芸
」
を
特
集
。
巻
頭
は
水
野
葉
舟
「
農
村
の
文
学
に
つ

い
て
（
一
）」。
続
い
て
犬
田
卯
「
農
人
と
文
芸
（
一
）」。
第
十
二
号
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
続
き
。
水
野
は
第
二
十
一
巻
第
三
号
、
五
号
に
「『
藁
の
穴
』

雑
信
」
を
よ
せ
る
。
目
を
転
じ
て
、
窪
田
通
治
（
空
穂
）
が
編
輯
兼
発
行

人
を
つ
と
め
る
『
国
民
文
学
』
を
見
る
と
、
一
九
二
九
年
三
月
の
発
行
の

通
巻
第
一
六
九
号
に
は
、
水
野
葉
舟
が
「
下
総
開
墾
の
記
録
（
一
）」
を
寄

せ
て
い
る
。「
前
書
き
」
の
後
半
は
「
私
は
自
分
の
題
目
を
か
う
い
ふ
範
囲

に
限
め
て
考
へ
た
。
民
話
、
謡
、
言
葉
、
動
植
物
、
部
落
の
歴
史
、
怪
異

…
…
」。
通
巻
一
七
〇
号
に
は
、「
下
総
開
墾
の
記
録
（
二
）」
の
他
に
「
田

舎
の
住
居
」
と
題
さ
れ
た
文
章
が
「
思
索
と
印
象
」
の
項
に
あ
り
、
半
年

間
の
生
活
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

長
女
・
尾
崎
実
子
は
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
）
に
渋
谷
へ
引
っ

越
し
た
頃
を
振
り
返
り
、「
こ
の
渋
谷
時
代
か
ら
父
は
精
神
的
に
も
生
活
様

式
に
も
変
化
を
求
め
は
じ
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
ト
ル
ス
ト
イ
に
心
酔
し
は
じ
め
、
特
に
晩
年
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
ヤ
ス
ナ
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ヤ
・
ポ
リ
ヤ
ナ
で
の
農
村
生
活
に
あ
こ
が
れ
た
」〔
尾
崎　

一
九
六
九
〕
と

述
べ
て
い
る
。

そ
の
頃
に
遡
る
と
、
一
九
一
〇
年
十
一
月
二
十
五
日
の
『
岩
手
毎
日
新

聞
』
に
、
佐
々
木
喜
善
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
訃
報
を
受
け
て
の
文
章
を
掲
載

し
た
。
佐
々
木
に
よ
れ
ば
、
水
野
は
「
第
一
の
杜
翁
研
究
家
で
、
ノ
ー
ト

が
四
五
冊
も
あ
る
位
」
だ
っ
た
と
い
う
。「
そ
の
宗
教
に
も
文
学
に
も
あ
ま

り
敬
意
を
払
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
」
と
記
す
佐
々
木
自
身
は
、
水
野
に
勧
め

ら
れ
て
数
冊
を
読
ん
だ
だ
け
だ
と
い
う
が
、
一
九
一
七
年
十
一
月
十
二
日

の
『
岩
手
毎
日
新
聞
』
に
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
翻
訳
「
朝
」
を
掲
載
し
て

い
る
。
炉
辺
叢
書
『
江
刺
郡
昔
話
』（
郷
土
研
究
社
）
に
お
い
て
「
民
話
」

の
語
を
用
い
た
の
は
一
九
二
二
年
。
こ
の
時
期
に
文
字
に
よ
る
発
信
が
可

能
で
あ
っ
た
人
々
に
あ
っ
て
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
文
学
・
思
想
は
、「
農
」
あ

る
い
は
「
土
」
と
い
う
文
字
と
と
も
に
、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

水
野
は
『
国
民
文
学
』
そ
し
て
『
郷
土
研
究
』
に
下
総
か
ら
の
発
信
を

し
て
い
く
。「
藁
の
穴
」
と
は
、
水
野
が
三
里
塚
で
始
め
た
農
村
生
活
の
拠

点
の
こ
と
。「
民
話
」
に
あ
た
る
も
の
は
「
川
津
場
ば
な
し
」。「
馬
鹿
村
の

は
な
し
と
称
さ
れ
て
ゐ
る
噺
の
セ
リ
ー
で
あ
る
」〔
水
野　

一
九
二
九
ｂ
〕

と
、
そ
の
話
を
捉
え
て
い
る
。

水
野
は
下
総
に
移
っ
て
間
も
な
い
頃
、
東
京
に
出
た
際
に
高
村
光
太
郎

に
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
を
薦
め
ら
れ
、
宮
沢
賢
治
を
知
っ
た
と
い
う
。

「
私
は
ま
づ
初
め
に
、宮
沢
氏
の
童
話
の
基
礎
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
の
一
つ
、

郷
土
の
気
息
に
つ
い
て
考
へ
る
。
日
本
の
中
で
、
東
北
は
特
に
民
話
の
伝

承
が
豊
富
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
地
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
宮
沢
氏
に
ど
れ

ほ
ど
か
深
い
因
縁
を
持
つ
た
、
―
―
そ
れ
が
氏
の
童
話
を
読
み
な
が
ら
、

私
に
見
え
る
や
う
に
感
じ
ら
れ
て
来
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
故
人
に

な
ら
れ
た
高
木
敏
雄
氏
、
佐
々
木
喜
善
君
を
初
め
と
し
て
柳
田
国
男
氏
、

早
川
孝
太
郎
氏
、
小
池
直
太
郎
氏
そ
の
他
の
人
々
に
よ
つ
て
蒐
集
さ
れ
た

民
話
、
つ
ま
り
吾
々
の
民
族
の
持
ち
伝
へ
て
来
た
は
な
し

0

0

0

に
依
つ
て
、
世

間
は
自
分
の
民
族
の
か
た
り
べ

0

0

0

0

が
語
り
伝
へ
た
血
の
伝
統
を
教
へ
ら
れ
た
」

〔
水
野　

一
九
三
九
〕
と
、
柳
田
た
ち
の
扱
っ
て
い
る
も
の
を
「
民
話
」
と

表
現
し
て
い
る
。
下
総
郷
土
談
話
会
の
活
動
を
す
る
水
野
に
と
っ
て
、
伝

承
さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
民
話
」
で
あ
り
、「
宮
沢
氏
」
の
創
作
は
「
童
話
」

と
い
う
「
芸
術
の
作
品
」
で
あ
っ
た
。

（
７
）

「
五
萬
分
の
地
図
―
―
「
成
田
」
を
ひ
ろ
げ
て
、
三
里
塚
を
中
心
と
し
」

た
不
整
形
の
円
を
「
土
地
の
範
囲
」〔
水
野　

一
九
二
九
a
〕
と
し
て
い
る

水
野
の
「
民
話
」
が
、「
川
津
場
ば
な
し
」
で
あ
っ
た
の
は
千
葉
県
の
伝
承

の
状
況
か
ら
し
て
納
得
の
で
き
る
と
こ
ろ
だ
。
た
だ
し
、
丸
山
学
の
「
球
磨

民
話
抄
」（『
昔
話
研
究
』
第
一
巻
第
二
号
、
第
三
号　

一
九
三
五
）
に
、「
沢

右
衛
門
」「
弥
左
衛
門
」「
孫
左
衛
門
」「
彦
市
」
と
い
う
固
有
名
詞
が
目
立

つ
こ
と
と
も
重
ね
て
お
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
丸
山
は
、
関
敬
吾
『
島
原

半
島
民
話
集
』
の
、
全
国
の
類
話
を
視
野
に
入
れ
て
整
理
を
試
み
て
い
る
点

を
評
価
し
、「
動
物
説
話
で
始
ま
つ
て
笑
話
に
終
る
各
国
の
民
話
配
列
の
順

序
」
に
よ
る
基
準
説
話
の
公
表
を
提
言
し
た
〔
丸
山　

一
九
三
五
〕。
し
た
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て
、
与
え
ら
れ
た
「
民
話
文
学
」
と
い
う
題
に
不
満
を
も
ら
す
。
早
川
に

と
っ
て
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
一
種
の
物
語
り
」
は
、
す
で
に
文
学
で
あ

り
、
あ
え
て
「
文
学
」
の
語
を
加
え
る
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

農
民
文
芸
運
動
に
お
け
る
「
民
話
」
は
、
民
俗
学
の
立
場
と
は
異
な
る
。

犬
田
卯
は
、
岡
村
千
秋
や
郷
土
研
究
社
の
名
を
示
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
出

版
さ
れ
る
「
民
間
伝
承
を
蒐
め
た
叢
書
」
を
高
く
評
価
し
た
上
で
、「
あ
ま

り
に
自
然
発
生
的
で
あ
り
、
非
科
学
的
で
あ
り
過
ぎ
」「
民
譚
な
る
も
の
を

現
代
的
に
、
且
つ
は
つ
き
り
し
た
農
民
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
に
生
か
し
た

も
の
が
、
こ
ゝ
に
わ
れ
〳
〵
の
意
味
す
る
民
話
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
従
つ
て
こ
れ
は
「
新
た
な
る
存
在
」
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
民
謡
や
農
民
詩
が
さ
う
で
あ
る
や
う
に
、

こ
の
民
話
も
、
ま
た
農
民
文
学
発
生
に
伴
ふ
革
新
的
な
存
在
と
し
て
、
我
々

の
文
学
の
領
野
に
生
れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
が
、
何
も
の
も
縁

な
く
し
て
生
れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
話
も
そ
の
先
蹤
を
ト
ル
ス
ト

イ
に
持
つ
て
居
り
ま
す
」〔
犬
田　

一
九
三
九
〕
と
述
べ
て
い
る
。
犬
田
は

伝
承
さ
れ
て
き
た
話
を
「
民
譚
」
と
表
し
、「
文
学
の
領
野
」
に
あ
る
「
民

話
」
と
区
別
し
て
い
た
。「
文
学
」
を
附
せ
ず
と
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
民

話
」
を
文
学
と
意
識
す
る
早
川
と
は
「
文
学
の
限
界
」
に
対
す
る
意
識
を

異
と
し
て
い
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
犬
田
の
「
民

話
」
も
伝
承
そ
の
ま
ま
で
は
な
か
っ
た
。

柳
田
国
男
が
民
間
伝
承
の
学
問
を
構
築
す
る
す
ぐ
隣
、
と
ま
で
は
言
え

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
隣
の
隣
あ
た
り
に
は
、「
民
話
」
の
語
と
共
に
ト

ル
ス
ト
イ
の
文
学
と
思
想
が
染
み
わ
た
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
争
い
を

が
っ
て
、
丸
山
の
用
い
る
「
民
話
」
は
「
民
間
説
話
」
の
略
と
理
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
佐
々
木
喜
善
や
高
田
十
郎
の
「
民
話
」
が
「
仮
に
世
間
話
と
い
ふ

名
を
以
て
」〔
柳
田　

一
九
四
三
〕
整
理
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
実
際
に
聞
き
書
き
に
出
た
人
々
に
と
っ
て
、「
む

か
し
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
」
の
話
だ
け
で
は
な
く
、
固
有
名
詞
を
も
つ
話
が

と
て
も
気
に
な
る
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
整
理
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
こ

れ
は
、
松
谷
み
よ
子
の
「
民
話
」
を
考
え
る
際
に
も
見
落
と
せ
な
い
「
民
話
」

感
覚
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

早
川
孝
太
郎
も
、「
種
々
な
人
の
話
」
の
章
を
用
意
し
た
り
〔
早
川　

一
九
二
一
〕、
動
物
に
注
目
し
て
生
態
系
の
激
変
を
考
え
た
り
〔
早
川　

一
九
二
六
〕、世
間
話
に
深
い
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
聞
き
書
き
を
し
て
い
た
。

そ
の
早
川
に
、「
豊
後
の
吉キ
ツ
チ
ヨ
ン

右
衛
話
又
は
吉
五
話
」
と
い
っ
た
固
有
名
詞

を
意
識
し
て
「
民
話
」
を
考
え
た
文
章
が
あ
る
〔
早
川　

一
九
三
四
〕。「
吾

国
で
は
、
明
治
時
代
に
入
つ
て
か
ら
、
外
国
文
学
等
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、

所
謂
文
学
の
限
界
に
対
す
る
解
釈
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
衝
動
を
受
け
た
。

智
識
的
に
、
何
等
の
習
練
を
積
ま
ぬ
、
民
間
蒙
昧
の
社
会
に
於
け
る
人
々

の
、
自
然
な
考
へ
方
、
率
直
な
心
意
に
対
し
て
、
新
た
な
反
省
が
与
へ
ら

れ
た
。
農
民
文
学
と
か
、
平
民
文
学
な
ど
の
語
が
唱
へ
ら
れ
、
考
慮
さ
れ

出
し
た
の
も
、
そ
の
影
響
と
見
ら
れ
る
」
と
の
表
現
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の

翻
訳
や
農
民
文
芸
運
動
へ
の
目
配
り
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上

で
、「
民
話
」
は
「
下
層
社
会
に
、
自
然
に
醸
成
さ
れ
流
布
さ
れ
て
い
た
、

い
わ
ゆ
る
昔
話
で
も
伝
説
で
も
な
い
、
一
種
の
物
語
り
の
形
式
を
持
っ
た

も
の
」
と
い
う
自
身
の
「
民
話
」
観
を
提
示
し
て
ゆ
く
の
だ
っ
た
。
そ
し
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と
い
う
人
脈
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
今

後
暫
く
翻
訳
に
筆
を
断
つ
に
当
つ
て
、
従
来
の
事
業
を
一
先
づ
纏
め
て
見

た
」〔
昇　

一
九
二
〇
〕
と
区
切
り
を
つ
け
る
ま
で
、「
ロ
シ
ヤ
文
学
が
最

も
日
本
に
影
響
を
與
へ
た
時
代
の
初
期
に
於
て
、
昇
曙
夢
の
時
代
が
あ
つ

た
と
言
つ
て
い
ゝ
位
ゐ
に
昇
曙
夢
は
活
躍
し
た
」〔
武
者
小
路　

一
九
三
九
〕
と
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ロ

シ
ア
の
民
衆
文
学
を
よ
く
知
る
人
物
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

「
民
謡
」
の
語
は
、
行
楽
の
流
行
に
彩
を
添
え
る
「
新
民
謡
」
創
作
の
中

だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
を
振

り
返
る
中
山
晋
平
の
文
章
は
「
民
謡
作
曲
」〔
中
山　

一
九
二
九
〕
と
題
さ

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、「
遠
里
小
野
の
草
に
う
も
れ
た
民
謡
の
古
調
を
、

新
し
い
時
代
の
精
神
に
活
か
し
て
、
そ
こ
に
郷
土
芸
術
の
生
粋
を
示
せ
る

も
の
」
と
広
告
）
5
（

に
紹
介
さ
れ
た
野
口
雨
情
の
書
物
の
題
は
『
雨
情
民
謡
百

篇
』、
一
九
二
四
年
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
国
民
文
学
』
誌

上
で
「
抒
情
に
う
ま
み
が
あ
つ
た
」
と
評
価
さ
れ
た
「
民
謡
」
は
「
最
も

多
く
纏
つ
て
作
つ
た
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
平
井
晩
村
の
創
作
〔
河
井　

一
九
二
九
〕。「
民
謡
」
は
、
様
々
な
芸
術
的
、
商
業
的
模
索
と
と
も
に
あ

り
、
白
鳥
の
「
農
民
の
魂
」
に
よ
る
「
民
衆
詩
」
の
発
信
も
そ
の
う
ね
り

の
中
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
世
の
中
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
柳
田
国
男
は
「
民
謡
」「
昔

話
」
の
語
を
強
く
押
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

「
民
謡
」
に
つ
い
て
は
、「
今
日
の
歌
は
ぬ
歌
」
す
な
わ
ち
和
歌
と
の
対

峙
を
意
識
し
、
さ
ら
に
「
歌
つ
た
ら
よ
か
ら
う
と
い
ふ
歌
」
や
「
歌
は
せ

好
ま
ず
、
土
を
耕
す
思
想
と
し
て
の
「
民
話
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
農
民
の
「
民
」、
民
衆
の
「
民
」
が
、「
民
話
」「
民
謡
」
を
対
で
想

起
さ
せ
て
い
た
。

島
崎
藤
村
の
『
藤
村
読
本
』
第
六
巻
（
研
究
社
）
は
一
九
二
六
年
の
刊
。

芭
蕉
の
俳
諧
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
話
題
に
移
り
、「
労
働

と
芸
術
」
や
「
土
」
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
「
民
話
」
の
節
で
は
、「
詩
歌

の
領
分
に
民
謡
が
あ
る
や
う
に
、
散
文
の
領
分
に
民
話
が
あ
つ
て
も
い
ゝ

わ
け
だ
。
あ
の
ト
ル
ス
ト
イ
が
後
半
生
に
、
多
く
の
民
話
を
書
い
た
と
い

ふ
こ
と
も
私
達
を
う
な
づ
か
し
め
る
」と
述
べ
て
い
る
。「
民
話
に
つ
い
て
」

〔
島
崎　

一
九
二
八
〕
や
「
い
ろ
は
が
る
た
」〔
島
崎　

一
九
三
〇
〕
で
触

れ
ら
れ
て
い
る
「
民
話
」
の
語
の
使
い
方
を
み
る
と
、
島
崎
藤
村
の
「
民

話
」
は
創
作
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
８
）

『
旅
と
伝
説
』
が
創
刊
さ
れ
た
頃
（
一
九
二
八
年
）
の
執
筆
陣
に
昇
曙
夢

や
白
鳥
省
吾
の
名
が
並
ぶ
。
同
時
期
の
『
農
民
』
に
彼
ら
が
原
稿
を
寄
せ

て
い
た
こ
と
は
先
ほ
ど
見
て
き
た
通
り
だ
。
そ
の
二
年
前
、『
新
潮
』

一
九
二
六
年
「
新
年
特
大
号
」
の
目
次
よ
り
前
、
白
鳥
省
吾
『
散
文
詩
集　

蒼
空
を
見
る
』（
文
芸
日
本
社
出
版
部
）
の
広
告
と
昇
曙
夢
編
『
第
二　

新

ロ
シ
ヤ
美
術
大
観
』（
新
潮
社
）
の
広
告
が
、
頁
の
裏
表
で
隣
り
合
っ
て
い

た
。昇

に
関
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
発
行
者
の
萩
原
正
徳
が
奄
美
の
出
身
で

あ
り
、「
島
の
先
輩
の
露
西
亜
学
者
昇
曙
夢
さ
ん
が
」〔
柳
田　

一
九
四
四
〕
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た
い
も
の
だ
と
い
ふ
歌
」
に
つ
い
て
「
民
謡
と
い
ふ
語
に
近
い
名
を
以
て
、

呼
ん
で
居
る
国
は
日
本
の
他
に
は
無
い
」
と
、
作
詞
・
作
曲
さ
れ
る
歌
と

の
混
同
を
嫌
う
。
柳
田
は
「
民
謡
」
の
語
が
、
様
々
な
創
作
の
中
で
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
伝
承
さ
れ
る
「
ウ
タ
」
を
「
民
謡
」
の

名
に
よ
っ
て
研
究
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。「
名
前
の
相
違
の
為
に
、

我
々
の
求
め
尋
ぬ
べ
き
本
物
を
見
失
は
ぬ
こ
と
だ
け
は
、用
心
を
し
て
か
ゝ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
態
度
だ
。〔
柳
田　

一
九
二
七
〕。「
歌
謡
」
の
語

と
の
力
学
も
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
視
界
か
ら
外
す
。

対
照
的
に
「
昔
話
」
研
究
は
、
世
に
行
わ
れ
る
「
童
話
」
の
語
を
否
定

し
て
構
築
す
る
。「
曾
て
は
芸
術
を
統
一
し
思
想
を
誘
導
し
た
大
な
る
力
の

一
つ
が
、
今
や
僅
か
に
機
嫌
買
ひ
の
、
寝
付
き
の
悪
い
子
供
等
の
空
想
の

中
に
、
最
後
の
残
壘
を
保
つ
て
居
る
と
知
つ
た
者
は
」「
い
ゝ
加
減
な
今
日

の
分
類
に
任
せ
て
は
置
か
れ
ぬ
の
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
「
或
は
童
話
を

製
作
童
話
と
伝
承
童
話
と
に
、分
別
す
れ
ば
よ
い
と
い
ふ
人
も
あ
ら
う
が
」、

そ
ん
な
こ
と
は
「
自
分
等
に
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
」
と
す
る
〔
柳
田　

一
九
二
八
〕。

柳
田
は
、
こ
れ
ら
の
文
章
を
新
潮
社
『
日
本
文
学
講
座
』
の
「
科
外
講

話
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
巻
（
一
九
二
七
年
一
月
）、
第
十
六
巻

（
一
九
二
八
年
四
月
）
に
寄
せ
た
。「
会
員
諸
氏
中
、
住
所
の
御
変
更
が
あ

つ
た
際
は
、
必
ず
新
旧
の
住
所
を
併
せ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
さ
も
な
い
と
、

『
講
座
』
の
不
着
延
着
等
を
免
れ
ま
せ
ん
」
と
毎
号
に
記
さ
れ
る
「
文
学
講

座
」
の
読
者
に
対
し
、「
民
謡
」
と
「
昔
話
」
に
よ
っ
て
柳
田
は
「
口
承
文

芸
」
を
説
き
、
仏
教
以
前
の
固
有
信
仰
へ
の
道
筋
を
描
い
て
み
せ
た
の
で

あ
る
。『
新
潮
』
一
九
二
六
年
十
月
号
に
「
予
約
出
版 

全
部
十
八
巻
」
の

広
告
が
あ
る
。
会
費
は
「
一
ヶ
月
貮
圓
」。
六
ヶ
月
、
十
二
ヶ
月
と
前
払
い

に
は
割
引
が
あ
り
、「
全
部
参
拾
貮
圓
」。「
予
約
締
切
十
月
廿
八
日 

期
日

迄
に
申
込
み
あ
れ
」。「
文
芸
に
志
す
人
に
是
を
薦
む
」
の
大
文
字
の
隣
に

は
「
日
本
文
学
が
一
般
民
衆
と
握
手
し
、
ま
た
芸
術
と
し
て
の
本
来
の
面

目
を
以
て
、
新
文
学
の
分
野
に
乗
り
出
す
の
時
が
来
た
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
号
に
は
「
近
時
、
農
民
文
学
乃
至
土
の
文
学
が
旺
ん
に
提
唱
せ

ら
れ
つ
ゝ
あ
る
」
と
書
き
起
こ
さ
れ
る
高
須
芳
次
郎
の
「
江
戸
文
学
に
現

は
れ
た
農
民
」
も
あ
る
。
こ
の
頃
の
『
新
潮
』
誌
面
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
へ
の
関
心
を
か
な
り
強
め
て
い
る
が
、「
農
民
文
学
」
の
言
葉
は
あ
ち

こ
ち
に
確
認
で
き
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
文
学
に
よ
っ
て
知
っ
た
「
民
話
」

の
語
を
、
読
者
は
ま
だ
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
翌
年
一
月
号
の
広

告
に
よ
れ
ば
、
十
二
月
に
増
版
し
た
昇
曙
夢
訳
『
人
は
何
に
よ
つ
て
生
く

る
か
』（
価
七
拾
銭
）
は
「
二
十
三
版
」
で
あ
る
。

『
旅
と
伝
説
』
創
刊
時
の
有
力
な
執
筆
者
で
あ
っ
た
旅
行
作
家
、
松
川
二

郎
は
、「
昔
話
・
伝
説
」
研
究
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
こ
の
雑
誌
を
去
っ
た
後
、

『
南
の
民
話
と
民
謡
』
を
一
九
四
三
年
に
白
揚
社
か
ら
刊
行
し
た
。
高
天
原

を
物
語
る
「
神
話
」
や
神
々
に
由
来
す
る
「
伝
説
」、
そ
し
て
鬼
退
治
を
す

る
桃
太
郎
が
、
日
本
精
神
の
表
象
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
盧
溝
橋
事
件
以
後
に
は
「
国
民
精
神
総
動
員
」
に
突
入
す
る
。
皇

国
の
「
神
話
・
伝
説
」
に
対
し
、
外
地
や
南
洋
の
人
々
の
伝
承
に
つ
い
て

「
民
話
」
の
語
が
使
い
易
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
も
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

蘆
谷
蘆
村
の
表
現
を
使
え
ば
「
太
平
洋
中
の
諸
島
や
其
他
の
原
始
的
民
族
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の
民
話
」〔
蘆
谷　

一
九
三
五
〕
で
あ
る
。

半
世
紀
後
に
、
犬
田
卯
の
妻
、
住
井
す
ゑ
が
記
し
て
い
る
。「
機
関
誌

『
農
民
』
と
は
無
縁
な
が
ら
、
こ
の
機
に
あ
き
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
こ
と

が
あ
る
。
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
十
一
月
の
「
農
民
文
学
懇
話
会
結

成
」
で
あ
る
。
会
は
時
の
農
相
有
馬
頼
寧
氏
の
発
議
に
よ
る
も
の
で
、〝
土

の
芸
術
〞
を
志
す
犬
田
は
指
弾
さ
れ
た
」〔
住
井　

一
九
九
〇
〕。
犬
田
ら

の
「
土
の
芸
術
」
と
ナ
ッ
プ
派
と
の
対
立
）
6
（

が
深
ま
る
な
ど
し
て
い
た
戦
前

の
農
民
文
芸
運
動
は
、
国
策
に
そ
の
名
を
奪
い
取
ら
れ
て
消
滅
し
た
。

（
９
）

『
遠
野
物
語
』
刊
行
の
一
年
前
、
佐
々
木
喜
善
は
一
九
〇
九
年
（
明
治

四
二
）
六
月
二
六
日
の
『
岩
手
毎
日
新
聞
』
に
お
い
て
「
現
代
で
世
界
第

一
位
の
文
豪
」
と
評
価
す
る
の
は
ア
ン
ド
レ
エ
フ
だ
と
述
べ
て
い
た
。
こ

の
新
聞
に
佐
々
木
が
寄
せ
た
文
章
）
7
（

に
は
、
水
野
葉
舟
の
名
が
頻
出
す
る
他
、

ゴ
ー
ゴ
リ
、
ゴ
ー
リ
キ
イ
等
、
海
外
の
多
く
の
文
学
者
へ
の
言
及
が
あ
る
。

藤
沢
衛
彦
編
輯
『
伝
説
』
創
刊
号
（
一
九
二
六
年
）
裏
表
紙
、「
執
筆
同

人
」
に
は
、
松
村
武
雄
、
蘆
谷
蘆
村
ら
と
共
に
、
吉
江
喬
松
、
中
山
晋
平
、

野
口
雨
情
、
北
原
白
秋
、
白
鳥
省
吾
の
名
が
並
ぶ
。

あ
る
い
は
、
第
八
巻
第
一
号
（
一
九
四
二
年
）
で
「
新
た
な
る
目
標
」

を
掲
げ
た
『
民
間
伝
承
』
も
、「
下
総
開
墾
の
見
聞
」
の
載
っ
て
い
た
『
郷

土
研
究
』
も
、
題
簽
は
会
津
八
一
。
蘆
谷
蘆
村
の
編
集
・
発
行
す
る
『
童

話
研
究
』
は
昭
和
の
代
を
迎
え
会
津
八
一
揮
毫
の
表
紙
に
改
め
て
い
た
。

大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
の
「
民
謡
」「
民
話
」
の
あ
り
方
を
掘
り
起
こ
す

こ
と
は
、
民
俗
学
・
口
承
文
芸
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て
ゆ
く
際
、
培
地
を

「
文
学
」
と
共
有
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
出
す
こ
と
で
も
あ
る
。

戦
後
の
民
話
運
動
は
、「
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
民
話
に
た
い
す
る
深
い
関
心
を

除
い
て
は
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
べ
き
学
問
的
な
先
蹤
を
持
た
な
か
っ
た
」

状
況
に
お
い
て
始
動
し
て
い
る
〔
益
田　

一
九
六
〇
〕。
ト
ル
ス
ト
イ
の
影

響
を
強
く
受
け
た
戦
前
の
「
民
話
」
と
直
接
的
な
連
続
性
を
見
る
こ
と
は

難
し
い
。
た
だ
し
、
伝
承
に
興
味
を
持
っ
た
武
者
小
路
実
篤
が
戯
曲
と
い

う
表
現
を
選
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
、「
上
演
」
と
い
う
視
点
か
ら

「
民
話
」
を
見
直
し
て
み
る
必
要
が
生
じ
よ
う
。

さ
ら
に
、
一
九
二
七
年
に
「
私
達
の
集
り
が
、
そ
も
〳
〵
大
同
団
結
で

あ
つ
て
、
各
自
の
個
性
や
思
想
や
に
存
す
る
小
異
を
問
は
な
い
一
種
の
自

由
聯
合
」（「
創
刊
の
辞
」）
で
あ
っ
た
『
農
民
』
が
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

芸
は
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
農
民
文
芸
に
依
つ
て
完
全
に
止
揚
さ
れ
る
だ
ら

う
」（「
戦
線
は
拡
大
さ
れ
た
」（
第
二
期
）『
農
民
』
第
一
巻
第
一
号　

一
九
二
八
）
と
再
始
動
す
る
際
に
加
わ
っ
た
ト
ル
ス
ト
イ
ア
ン
加
藤
一
夫

が
、「
農
民
文
芸
の
正
系
は
、
実
に
、
神
話
や
伝
説
や
民
謡
や
民
間
舞
踊
に

よ
つ
て
伝
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
い
る
〔
加
藤　

一
九
二
八
〕
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。
坪
田
譲
治
が
洗
礼
を
受
け

た
三
田
四
国
町
の
教
会
の
牧
師
は
内
ケ
崎
作
三
郎
、
副
牧
師
は
加
藤
一
夫

で
あ
っ
た
〔
坪
田　

一
九
七
一
〕。「
神
話
・
伝
説
」
が
軍
国
主
義
に
利
用

さ
れ
る
世
の
中
に
あ
っ
て
児
童
に
向
け
て
文
章
を
書
い
て
い
た
坪
田
譲
治

が
、
一
九
四
三
年
『
鶴
の
恩
が
へ
し
』（
新
潮
社
）
に
こ
め
た
思
い
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
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ゆ
く
べ
き
七
〇
年
代
以
降
の
「
民
話
」
の
活
動
の
根
本
に
、
松
谷
み
よ
子

が
「
恩
師
で
あ
る
坪
田
譲
治
先
生
か
ら
借
金
し
た
り
」〔
松
谷　

一
九
七
四
〕
し
て
出
か
け
た
「
採
訪
」
の
旅
が
あ
る
と
捉
え
た
時
、
戦
前

の
「
民
話
」
の
意
味
は
重
み
を
増
し
て
く
る
は
ず
だ
。

う
た
と
は
な
し
と
を
並
列
さ
せ
、「
土
」
の
文
学
を
模
索
す
る
と
こ
ろ
に

「
民
謡
」「
民
話
」
の
創
作
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
文
字
を
識
る
人
々
に

よ
る
「
民
謡
・
民
話
」
の
試
み
を
、
戦
後
の
「
民
話
」
の
出
発
点
と
な
る

柳
田
国
男
監
修
『
全
国
昔
話
記
録
』
が
享
受
さ
れ
る
土
壌
と
し
て
確
認
し

て
お
く
。

〔
注
〕

（
1
） 

芸
術
座
の
巡
業
に
よ
っ
て
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
人
気
が
再
燃
す
る

の
み
な
ら
ず
、『
復
活
』
が
再
び
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う

新
聞
記
事
（
一
九
一
六
年
八
月
十
二
日
付
『
米
沢
新
聞
』）
の
存
在
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
永
嶺　

二
〇
一
〇
〕。
な
お
、
兵
藤
裕
己
は
、「
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
流
行
の
地
盤
に
「
唱
歌
教
育
や
各
種
の
は
や
り
唄

の
流
行
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
た
近
代
日
本
の
大
衆
の
歌
声
」
を
見
て

い
る
〔
兵
藤　

二
〇
〇
五
〕。

（
2
） 

一
九
四
七
年
の
『
口
承
文
芸
史
考
』
に
は
、「
民
族
に
よ
つ
て
は
人
に

世
間
話
の
関
心
が
乏
し
く
て
、
集
ま
れ
ば
直
ち
に
珍
ら
し
い
民
話
の
類

を
聴
か
う
と
す
る
例
も
あ
つ
た
」
と
い
う
「
民
話
」
の
用
例
も
あ
る
が
、

こ
ち
ら
は
、
初
出
時
に
は
「
説
話
」
と
さ
れ
て
い
た
。

（
3
） 『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
三
「
天
王
寺
僧
道
公
誦
法
花
救
道
祖
語 

第

三
十
四
」
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
4
） 「
ト
ル
ス
ト
イ
的
生
活
を
実
践
す
べ
く
田
舎
と
自
然
へ
還
っ
た
い
わ
ば

ト
ル
ス
ト
イ
ヤ
ン
」〔
阿
部　

一
九
八
九
〕
で
あ
る
加
藤
一
夫
を
慕
い

訪
ね
て
き
た
青
年
た
ち
が
あ
り
、
彼
ら
に
ト
ル
ス
ト
イ
を
翻
訳
さ
せ
て

洛
陽
堂
か
ら
加
藤
一
夫
編
『
一
般
人
叢
書
』（
一
九
一
七
年
）
が
刊
行

さ
れ
た
〔
田
中　

二
〇
一
五
〕。
坪
田
譲
治
は
、
第
六
編
の
訳
者
で
あ

る
。
こ
の
頃
、
加
藤
が
刊
行
す
る
雑
誌
『
科
学
と
文
芸
』
の
編
集
を
、

坪
田
は
手
伝
っ
て
い
た
〔
坪
田　

一
九
七
一
〕。

（
5
） 『
現
代
童
謡
講
話
』〔
西
條　

一
九
二
四
〕
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
。

（
6
） 

黒
島
伝
治
は
、「
大
衆
的
闘
争
の
中
に
あ
る
農
村
通
信
員
の
運
動
と
か

た
く
結
合
し
」「
進
む
こ
と
に
よ
つ
て
、
わ
れ
〳
〵
の
文
学
は
、
闘
争

す
る
農
民
大
衆
自
身
の
も
の
と
な
る
」〔
黒
島　

一
九
三
一
ｂ
〕
と
述

べ
、「『
土
の
芸
術
』
と
か
『
農
村
の
文
化
』
と
か
、
農
村
を
都
市
に
対

立
さ
せ
て
、
農
民
は
、
農
民
独
自
の
力
に
よ
つ
て
解
放
さ
れ
得
る
が
如

く
考
へ
て
ゐ
る
無
政
府
主
義
的
な
軍
農
主
義
者
等
」〔
黒
島　

一
九
三
一
ａ
〕
を
「
農
民
を
解
放
に
導
か
な
い
文
学
」〔
黒
島　

一
九
三
三
〕
と
批
判
し
た
。
た
だ
し
黒
島
は
「
聞
く
文
学
」
と
し
て
ト

ル
ス
ト
イ
の
民
話
を
評
価
す
る
〔
黒
島　

一
九
三
二
〕。
な
お
、
引
用

は
い
ず
れ
も
『
定
本
黒
島
伝
治
全
集
』
第
四
巻
（
二
〇
〇
一　

 

勉
誠
出

版
）。

（
7
） 『
佐
々
木
喜
善
全
集
』
第
三
巻
（
一
九
九
二　

遠
野
市
立
博
物
館
）
所

収
。
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〔
文
献
〕

蘆
谷
蘆
村
「
世
界
童
話
史
」
日
本
童
話
協
会
編
纂
『
総
合
童
話
大
講
座　

童

話
史
』
一
九
三
五　

日
本
童
話
協
会
出
版
部

阿
部
軍
治
『
徳
富
蘆
花
と
ト
ル
ス
ト
イ
―
日
露
文
学
交
流
の
足
跡
―
』

一
九
八
九　

彩
流
社

飯
倉
照
平
『
南
方
熊
楠
の
説
話
学
』
二
〇
一
三　

勉
誠
出
版

犬
田
卯
「
農
民
の
文
芸
と
ト
ル
ス
ト
イ
の
民
話
」『
教
育
研
究
』
第
三
〇
五
号　

一
九
二
六　

東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
内
初
等
教
育
研
究
会
発
行

―
―
『
農
民
文
学
入
門
』
一
九
三
九　

大
観
堂
書
店

―
―
『
日
本
農
民
文
学
史
』
一
九
五
八
（
小
田
切
秀
雄
編
）
農
山
漁
村
文
化

協
会

上
田
敏
「
伊
曽
保
物
語
考
」『
史
学
研
究
会　

講
演
集
第
四
冊
』
一
九
一
二

（
引
用
は
『
定
本
上
田
敏
全
集
』
第
九
巻　

一
九
七
九 

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

講
演
は
一
九
一
〇
年
）

大
岡
信
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
と
そ
の
周
辺
」（
伊
藤
信
吉
と
の
対
談
）『
文
学
』

第
五
三
巻
第
一
号　

一
九
八
五

尾
崎
実
子
「
父
葉
舟
の
思
い
出
」『
明
治
文
学
全
集
』
月
報
四
九　

一
九
六
九 

筑
摩
書
房

加
藤
一
夫
「
農
民
文
芸
の
正
系
」『
農
民
』（
第
二
期
）
第
一
巻
第
一
号　

一
九
二
八

河
井
酔
茗
「
晩
村
の
民
謡
」『
国
民
文
学
』
第
一
七
六
号　

一
九
二
九

北
原
白
秋
「
黎
明
の
考
察
」『
詩
と
音
楽
』
第
二
巻
第
一
号　

一
九
二
三

黒
島
伝
治
「
農
民
文
学
の
問
題　

一
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
四
月

二
十
二
日
（
ａ
）

―
―　
「
農
民
文
学
の
正
し
き
進
展
の
た
め
に
―
ナ
ツ
プ
派
よ
り
「
農
民
」
派

へ
の
駁
論
―
（
下
）」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
一
年
六
月
五
日
（
ｂ
）

―
―
「『
聞
く
文
学
』『
聞
か
せ
る
文
学
』
三
」『
東
京
新
聞
』
一
九
三
二
年
二

月
六
日

―
―
「
農
民
文
学
の
展
望
」『
農
民
の
旗
』
第
二
巻
第
一
号　

一
九
三
三
（
日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
）

西
條
八
十
『
現
代
童
謡
講
話
』
一
九
二
四　

新
潮
社

重
信
幸
彦
『〈
お
話
〉
と
家
庭
の
近
代
』
二
〇
〇
三　

久
山
社

島
崎
藤
村
「
民
話
に
つ
い
て
」
一
九
二
八
（
引
用
は
山
崎
斌
編
『
藤
村
の
手

紙
』
一
九
三
五 

新
英
社
）

―
―
『
市
井
に
あ
り
て
』
一
九
三
〇　

岩
波
書
店

杉
井
六
郎
「
小
崎
弘
道
の
東
京
伝
道
と
『
六
合
雑
誌
』
の
発
刊
」
同
志
社
大

学
人
文
科
学
研
究
所 

キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
編
『
日
本
の
近
代
化

と
キ
リ
ス
ト
教
』
一
九
七
三　

新
教
出
版
社

住
井
す
ゑ
「
序
―
も
の
が
た
り
」『
農
民　

解
説
・
総
目
次
・
索
引
』
一
九
九
〇　

不
二
出
版

関
敬
吾
「
編
者
ノ
ー
ト　
『
島
原
半
島
民
話
集
』
の
思
い
出
を
中
心
に
」『
全

国
昔
話
資
料
集
成
二
一 

島
原
半
島
昔
話
集
』
一
九
七
七　

岩
崎
美
術
社

高
山
旭
「
民
話
と
ト
ル
ス
ト
イ
」
藤
沼
貴
編
『
ロ
シ
ア
民
話
の
世
界
』

一
九
九
一　

早
稲
田
大
学
出
版
部

田
中
英
夫
『
洛
陽
堂 

河
本
亀
之
助
小
伝
』
二
〇
一
五　

燃
焼
社

坪
田
譲
治
「
対
談　

Ⅱ
」（
菅
忠
道
と
の
対
談
・
一
九
六
九
）　

編
者
代
表　

関

英
雄
・
水
藤
春
夫
『
坪
田
譲
治
童
話
全
集　

別
巻　

坪
田
譲
治
童
話
研
究
』

一
九
七
一　

岩
崎
書
店
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永
嶺
重
敏
『
流
行
歌
の
誕
生
―
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
と
そ
の
時
代
』

二
〇
一
〇　

吉
川
弘
文
館

中
山
晋
平
「
民
謡
作
曲
」『
ア
ル
ス
西
洋
音
楽
大
講
座
』 

第
七
巻　

一
九
二
九　

ア
ル
ス

西
田
勝
「
解
説
」『
復
刻
版　

火
鞭
・
ヒ
ラ
メ
キ
』
一
九
八
五　

不
二
出
版

昇
曙
夢
「
本
集
の
発
刊
に
就
い
て
」『
露
西
亜
現
代
文
豪
傑
作
集
』
全
六
巻
・

一
九
二
〇　

大
倉
書
店

早
川
孝
太
郎
『
三
州
横
山
話
』
一
九
二
一　

郷
土
研
究
社

―
―
『
猪
鹿
狸
』
一
九
二
六　

郷
土
研
究
社

―
―
「
民
話
文
学
の
一
概
念
」『
日
本
文
学
講
座
』
第
二
巻　

一
九
三
四　

改

造
社

兵
藤
裕
己
『
演
じ
ら
れ
た
近
代
―
〈
国
民
〉
の
身
体
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
―
』

二
〇
〇
五　

岩
波
書
店

本
多
秋
五
「
ト
ル
ス
ト
イ
『
民
話
』」『
世
界
文
学
辞
典
』
一
九
五
一　

中
部

日
本
新
聞
社
（
引
用
は
『
ト
ル
ス
ト
イ
論
集
』
一
九
八
八 
武
蔵
野
書
房
）

牧
千
夏
「
創
始
期
の
農
民
文
学
論
争
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
・
郷
土
芸
術
・

文
明
批
評
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
九
五
巻
第
六
号　

二
〇
一
八

益
田
勝
実
「
民
話
研
究
の
歴
史
」
木
下
順
二
編
『
日
本
の
民
話
』
一
九
六
〇 

毎
日
新
聞
社

松
谷
み
よ
子
『
民
話
の
世
界
』
一
九
七
四　

講
談
社

丸
山
学
「
基
準
説
話
と
類
話
―
昔
話
研
究
途
上
の
問
題
」『
昔
話
研
究
』
第
一

巻
第
六
号　

一
九
三
五

水
野
葉
舟
「
下
総
開
墾
の
記
録
（
二
）」『
国
民
文
学
』
第
一
七
〇
号 

一
九
二
九
（
ａ
）

―
―
「
下
総
開
墾
の
記
録
（
四
）」『
国
民
文
学
』
第
一
七
三
号　

一
九
二
九

（
ｂ
）

―
―
「
宮
沢
賢
治
氏
の
童
話
に
つ
い
て
」
草
野
心
平
編
『
宮
沢
賢
治
研
究
』

一
九
三
九　

十
字
屋
書
店

武
者
小
路
実
篤
「
文
壇
諸
家
感
想
録
」（
昇
先
生
還
暦
記
念
刊
行
会
編
）
昇
曙

夢
訳
『
六
人
集
と
毒
の
園
』
一
九
三
九　

正
教
時
報
社

柳
富
子
「
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
』
―
日
本
に
お
け
る
変
容
の
一

考
察
」
伊
東
一
郎
編
『
ロ
シ
ア
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
世
界
』
二
〇
〇
五　

群

像
社

柳
田
国
男
「
民
謡
の
今
と
昔
」『
日
本
文
学
講
座
』
第
三
巻　

一
九
二
七　

新

潮
社

―
―
「
昔
話
解
説
」『
日
本
文
学
講
座
』
第
十
六
巻　

一
九
二
八　

新
潮
社

―
―
「
昔
話
覚
書
」『
昔
話
研
究
』
創
刊
号　

一
九
三
五

―
―
「
随
筆
民
話
序
」
高
田
十
郎
『
随
筆
民
話
』
一
九
四
三　

桑
名
文
星
堂

―
―
「
月
曜
通
信
『
旅
と
伝
説
』
に
つ
い
て
」『
民
間
伝
承
』
第
十
巻
第
三
号 

一
九
四
四

吉
田
精
一
『
自
然
主
義
の
研
究
』
下
巻　

一
九
五
八　

東
京
堂

 

（
の
む
ら
・
の
り
ひ
こ
／
千
葉
大
学
非
常
勤
講
師
）


